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１． 研究開発成果 
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２． 総合評価 

• 良い 

 

【評価コメント】 

膜透過性が高いペプトイドを足場として PPI 阻害剤をインシリコで設計し、当初の標的である MDM2-

p53に対して in vitroで阻害活性を示すペプトイドが示され、細胞内 PPI阻害剤の創出においてペプトイ

ドの可能性を示す成果が得られている。 

一方、in vivoでは顕著な効果が得られなかった点や他の標的への応用でも解決すべき点が示される

など、インシリコ設計を含む中分子創薬技術として課題が残されており、生体内での安定性評価の追加な

ど、さらなる改良を加え、実用性のある創薬基盤技術として構築されることを希望する。 
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